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1. はじめに

　本稿では，2016年に開催された学会において発表された
サーマルマネージメントに関連する研究の動向をまとめ
る。2015年の特集号に掲載した同様の記事と比較して頂け
ると，サーマルマネージメント研究の移り変わりがより把
握できると思われる。本稿で取り上げる学術講演会は，
サーマルマネージメントに関連するセッションが多数設置
されたものに限定し，4つの講演会を紹介する。紹介する
学術講演会は，次の通りである。最初は，エレクトロニク
ス実装学会主催の国際会議である ICEP20161)である。ICEP 
2016は，2016年 4月 20日から 22日まで，札幌市教育文化
会館で開催された。一般のオーラルセッション 39セッショ
ン中 Thermal Managementと題したセッションが 3つ設置さ
れ，11件のサーマルマネージメントに関する発表があっ
た。（当初 12件の発表が予定されていたが，1件のキャン
セルがあった。）二番目は，日本伝熱学会主催の講演会であ
る第 53回日本伝熱シンポジウム 2)である。2016年の日本
伝熱シンポジウムは，2016年 5月 24日から 26日までの三
日間にわたり，グランキューブ大阪で開催された。79セッ
ション中 5セッションが「電子機器の冷却」と題したセッ
ションであり，計 20件のサーマルマネージメントに関する
講演があった。三番目は，IEEEが主催する ITherm20163)で
ある。IEEE主催の実装系の国際会議 ECTCと併催され，
2016年 5月 30日から 6月 3日までの期間で，アメリカのラ
スベガスで開催された。IThermは，機械系の研究者が多く
集まる国際会議であり，電子機器の熱に関する研究成果と
材料力学系の研究成果が多数発表されることが特徴である。
ITherm2016では，計 43セッション中 35セッションがサー
マルマネージメントに関する研究発表であった。ITherm
は，ASME（アメリカ機械学会）主催の電子機器実装関係
の国際会議である InterPACKと交互に隔年開催となってい
たが，2017年も IThermが開催されることが決定しており，
今後は毎年の開催となるようである。2017年も ECTCと併
催されることになっており，熱関連の情報を入手したい場
合には，ECTCの参加と合わせて IThermへの参加もおすす
めである。四番目は，日本機械学会の熱工学部門が主催す

る講演会である熱工学コンファレンス 20164)である。熱工
学コンファレンス 2016は，2016年 10月 22日から 23日の
二日間にわたり，愛媛大学城北キャンパスで開催された。
54セッション中，「電子機器・デバイスのサーマルマネー
ジメント」と題したセッションが 4セッション設置され，
計 18件の電子機器熱管理に関する講演があった。本稿で
は，これら 4つの学術講演会で発表された研究成果の内容
から，サーマルマネージメント研究の動向をまとめる。

2. 国内講演会での動向

　まず，国内開催で，日本語で発表が行われた講演会にお
ける研究動向をまとめる。ここで取り上げる講演会は，第
53回日本伝熱シンポジウムと熱工学コンファレンス 2016
である。2016年 1月の特集号では，2015年度に発表された
研究内容の分類として，「パワエレ系」，「サーバ系」，「モバ
イル系」，「計測技術」，「その他」と 6つの分野に分けた。
今回も同様な分類を試みたが，いささか事情が変わってき
ており，同様な分類に分けることが困難であった。そのた
め，今回は「パワエレ系」，「計測技術」，「一般」と 3つの
分類とした。なお，「パワエレ系」には，著者が講演論文集
の中で，対象のアプリケーションをパワーエレクトロニク
スや SiCなどと明示しているもの全てを含むこととする。
また，「一般」は，特定のアプリケーションを対象としな
い，一般的な冷却技術に関連する発表を中心として，サー
バやモバイル機器の冷却技術・熱管理技術も含める。図 1
に，第 53回日本伝熱シンポジウムで発表された研究内容の
内訳を示す。全 20件の講演のうち，6件がパワエレに関連
するものであった。また，2件が計測技術に関連するもの
であり，11件が一般に分類されるものであった。この内訳
を見ると，パワエレに関連する冷却・熱管理技術の研究
は，2015年から引き続き，多く行われている様子が見受け
られる。一方で，特定のアプリケーションを対象としない
冷却・熱管理技術の研究発表が増えている様子が伺われ，
これまでのアプリケーションを特定した技術開発から，よ
り一般的な冷却・熱管理技術の研究開発が盛んになってい
る様子が見受けられる。図 2に，熱工学コンファレンス
2016で発表された研究内容の内訳を示す。計 18件の講演
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